
第

一
次
世
界
大
戦
記

昭
和
十
八
年

一
月
十
五
日
、
石
川
県
金
沢
市
東
部
五

一
部
隊
金
沢
騎
兵

重
機
関
銃
隊
に
入
隊
す
。

北
陸
地
方
金
沢
市
、
富
山
市
を
中
心
に
、
毎
日
降
雪
の
季
節
で
あ
る
。

朝
起
き
て
み
る
と
、
七

0
セ
ン
チ
か
ら
八

0
セ
ン
チ
く
ら
い
の
雪
が
積
も

っ
て
い
る
。
起
床
と
同
時
に
除
雪
作
業
。
点
呼
後
は
馬
の
手
入
れ
、
舎
内

の
清
掃
。
朝
食
後
は
直
ち
に
雪
の
練
兵
場
に
て
乗
馬
お
よ
び
重
機
関
銃
の

操
作
の
猛
訓
練
を
毎
日
繰
り
返
す
。

九
月
十
日
戦
地
へ
出
発
の
命
が
下
さ
れ
、
直
ち
に
金
沢
出
発
、
九
州
門

司
港
到
着
。
十
三
日
、
日
露
戦
争
当
時
使
用
し
た
貨
物
船
に
乗
船
、
門
司

港
出
港
。
兵
隊
も
馬
も
同
船
。
玄
海
灘
を
経
由
、

一
路
南
へ
南
へ
と
東
支

那
海
に
出
、
台
湾
高
雄
港
に
寄
港
、

二
日
間
停
泊
、
サ
イ
ゴ
ン
に
向
か
う
。

サ
イ
ゴ
ン
に
上
陸
、
飛
行
場
前
の
兵
舎
に
入
り
二
週
間
ほ
ど
で
プ
ノ
ン
ペ

ン
に
向
か
う
。
メ
コ
ン
河
を
輸
送
船
に
て
フ
ノ
ン
ペ
ン
郊
外
の
森
の
中
に

一
か
月
間
く
ら
い
宿
営
。
十

一
月
三

O
日
、
タ
イ
国
パ
ン
コ

ッ
ク
へ
貨
物

列
車
に
て
出
発
。
十
二
月
五
日
、
パ
ン
コ
ッ
ク
駅
よ
り
泰
緬
山
岳
鉄
道
に

て
ビ
ル
マ
国
へ
向
か
う
。
列
車
と
は
申
せ
、
無
蓋
貨
車
(
屋
根
の
な
い
貨

呈主

j畢

士袈
竺裟
E人

物
専
用
車
)
に
て
時
速
三

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
。
険
し
い
山
あ
い
、

断
崖
絶
壁
な
る
渓
谷
の
聞
を
進
行
。
鉄
橋
、
ト
ン
ネ
ル
等
も
数
箇
所
あ
り
、

よ
く
も
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
建
設
し
た
も
の
だ
と
た
だ
た
だ
驚
く
の
み
。
日

本
鉄
道
隊
兵
の
労
苦
が
忍
ば
れ
た
。
映
画
化
さ
れ
た
戦
場
に
か
け
る
橋
ク

ワ
イ
河
の
上
も
通
過
。
タ
イ
国
よ
り
ビ
ル
マ
に
行
く
鉄
橋
で
は

一
番
苦
労

を
し
た
橋
だ
と
の
こ
と
。
カ
ン
チ
ヤ
ナ
ブ
リ
市
よ
り
西
北
百
二
十
キ
ロ
、

ト
ン
パ
プ
ロ
郡
ロ
ッ
ク
の
山
岳
地
で
あ
る
。

輸
送
貨
車
に
て
、
日
中
四

O
度
の
暑
き
炎
天
下
を

一
路
ラ
ン
グ

l
ン
市

へ
と
進
行
。
途
中
現
地
人
の
集
落
。
小
さ
な
草
ぶ
き
屋
根
、
竹
の
柱
に
ア

ン
ペ
ラ
を
敷
い
た
家
に
住
み
、
子
供
は
み
な
裸
で
、
大
人
も
子
供
も
女
子

も
裸
足
の
ま
ま
。
見
る
も
の
は
珍
し
い
も
の
ば
か
り
。
貨
車
は
ナ
コ
ン
パ

ト
ム
駅
、
カ
ン
チ
ヤ
ナ
プ
リ
駅
通
過
、
モ
ー
ル
メ
ン

へ
到
着
。
こ
こ
か
ら

は
サ
ル
ウ
イ
ン
河
の
渡
河
点
と
な
り
、
大
き
な
三

O
人
く
ら
い
乗
れ
る
筏

で
対
岸
マ
ル
タ
パ
ン
へ
着
き
、
ま
た
貨
車
に
乗
り
、
途
中
ペ
グ
l
駅
で
下

車
。
こ
こ
は
世
界
で
も
有
名
な
釈
迦
の
寝
像
が
あ
り
、
参
拝
し
た
。

昭
和
十
八
年
十
二
月
十
三
日
、
ピ
ル
マ
国
第
一
の
都
市
ラ
ン
グ
|
ン
市
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に
着
く
。
道
路
の
両
側
の
木
の
下
に
は
物
売
り
が
賑
わ
っ
て
い
る
。
果
物

は
豊
か
で
、
バ
ナ
ナ
、
パ
イ
ン
、
マ
ン
ゴ
ー
、
ヤ
シ
の
実
、
黒
砂
糖
で
加

工
し
た
鰻
頭
菓
子
。
ま
た
、
現
地
人
が
日
本
語
で
オ
コ
ワ
マ
ン
マ
と
い
う

の
は
赤
飯
の
こ
と
。
ヤ
シ
の
葉
に
包
ん
で
売
っ
て
お
り
、
気
に
か
か
る
の

は
、
何
と
な
く
不
潔
で
食
物
に
蝿
が
多
く
つ
い
て
い
る
こ
と
で
、
買

っ
て

食
べ
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
部
隊
よ
り
、
現
地
人
か
ら
物
を

買
う
の
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

十
二
月
二
五
日
、
ラ
ン
グ
l
ン
市
を
出
発
す
。
た
だ
た
だ
、
暑
い
暑
い

の
連
発
。
途
中
、
停
車
駅
と
は
名
ば
か
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
小
さ
な
集
落

の
郊
外
の
ホ
l
ム
も
な
い
駅
に
停
車
。
機
関
車
に
水
を
入
れ
、
石
炭
の
か

わ
り
に
ゴ
ム
の
木
を
積
み
燃
料
と
す
る
。
そ
の
た
め
、
機
関
車
の
煙
突
よ

り
吐
き
出
す
火
の
粉
が
無
蓋
車
の
兵
隊
の
頭
の
上
、
体
に
バ
ラ
バ
ラ
落
ち

て
来
て
、
払
い
落
と
す
の
に
懸
命
で
あ

っ
た
。
ペ

グ
l
、
ト
ン
グ
l
、
ピ

ア
マ
ナ
プ
ラ
、
サ
ガ
イ
ン
を
経
て
、

ン
マ
ナ
、

マ
ン
ダ
レ
|

ヤ
メ
セ
ン
、

(
ビ
ル
マ
第
二
の
都
市
)
に
着
き
、
当
部
隊
は
マ
ン
ダ
レ

l
に
駐
留
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。
兵
舎
は
イ
ギ
リ
ス
兵
の
使
用
し
て
い
た
建
物
で
あ
り
、

木
造
で
床
も
高
く
、
風
通
し
も
居
心
地
も
よ
く
、
立
派
な
兵
舎
で
あ

っ
た
。

兵
舎
の
北
側
、
マ
ン
ダ
レ

l
ヒ
ル
(
丘
と
か
山
と
か
い
う
意
味
)
の
ふ
も

と
に
、
林
に
固
ま
れ
た
広
々
と
し
た
芝
生
の
平
地
。
戦
前
イ
ギ
リ
ス
兵
の

駐
屯
し
た
と
こ
ろ
で
、
競
馬
場
、
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
跡
だ
っ
た
。
休
日
に

マ
ン
ダ
レ

l
ヒ
ル
に
登
っ

て
見
渡
す
と
、
な
ん
と
広
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
、

四
方
を
見
て
も
山
ら
し
い
景
色
は
な
く
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
森
が
見
え
る

だ
け
。
山
の
上
に
小
さ
な
堂
が
あ
り
、
そ
の
中
に
仏
像
が
日
本
風
の
下
駄

を
は
き
、
番
傘
を
持

っ
た
姿
で
立

っ
て
い
た
の
を
拝
観
し
、
手
を
合
わ
せ

る
の
で
あ
っ
た
。

マ
ン
グ
レ
ー
に
は
昔
の
王
城
が
あ
り
、

二
キ
ロ
四
方
を
厚
さ
二
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
住
の
煉
瓦
で
囲

っ
た
塀
、
外
側
に
は
、
ま
た
大
き

な
堀
で
四
方
を
囲
い
、
深
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
八
メ
ー
ト
ル
住
で
王
宮
の

跡
を
残
し
て
お
り
、
こ
の
堀
の
水
は
、
マ
ン
ダ
レ
|
住
民
の
水
道
用
と
し

て
使
用
し
て
い
る
大
事
な
水
源
で
も
あ
っ
た
。
堀
の
水
は
二
千
年
前
か
ら

自
然
に
地
中
よ
り
湧
き
出
て
い
る
。
た
だ
、
困
る
の
は
、
現
地
の
人
は
こ

の
堀
端
で
洗
濯
や
行
水
を
一
日
に
二
、
三
回
は
す
る
の
で
、
汚
れ
水
が
ま

た
堀
の
中
に
流
れ
込
む
。
実
に
衛
生
観
念
な
ど
と
は
程
遠
い
よ
う
に
思
わ

れ
た
。
我
が
隊
も
、
こ
の
堀
の
水
を
兵
舎
ま
で
直
径
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

位
の
鉛
管
で
引
い
て
来
て
使
用
し
て
い
た
。
こ
の
鉛
管
は
、
も
と
イ
ギ
リ

ス
兵
が
競
馬
場
に
散
水
し
た
時
に
使
用
し
た
も
の
だ

っ
た
。

マ
ン
ダ
レ

l
で
昭
和
十
九
年
の
新
年
を
迎
え
、
森
四
六
三
二
部
隊
佐
々

木
隊
第
五
六
師
団
病
馬
廠
に
編
入
さ
れ
た
。
病
馬
廠
は
、
戦
地
で
負
傷
ま

た
は
病
気
に
な

っ
た
馬
を
看
病
手
当
す
る
役
目
。
獣
医
の
手
伝
い
の
毎
日

で
あ

っ
た
。
朝
は
七
時
起
床
、
朝
食
後
各
自
受
け
持
ち
の
馬
の
手
入
れ
、

昼
食
後
は
二
時
間
の
休
み
。
夕
方
五
時
点
呼
、
明
日
の
勤
務
割
当
等
命
令

さ
れ
る
。
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ビ
ル
マ
の
午
後
五
時
頃
は
日
も
高
く
、
夕
食
後
は
自
由
に
兵
舎
外
に
出

る
こ
と
も
で
き
、
現
地
人
の
集
落
へ
も
遊
び
に
行
き
、
ビ
ル
マ
語
な
ど
教



え
て
も
ら

っ
た
り
し
て
楽
し
い
日
々
で
も
あ

っ
た
。
戦
争
に
来
て
こ
ん
な

楽
な
毎
日
で
、
日
本
に
い
る
よ
り
衣
食
住
の
心
配
は
な
く
、
気
軽
な
勤
務
。

前
線
で
苦
労
し
て
い
る
兵
隊
に
対
し
申
し
訳
な
く
思

っ
た
。
現
地
人
も
大

変
日
本
兵
に
対
し
て
好
意
的
で
、
日
曜
日
ご
と
の
外
出
も
で
き
、
集
落
へ

行
く
と
皆
集
ま
っ
て
来
て
、
菓
子
や
果
物
等
で
接
待
し
て
く
れ
た
。
子
供

に
軍
歌
な
ど
教
え
る
と
、
す
ぐ
覚
え
て
歌

っ
て
く
れ
た
。
ま
た
、
日
本
語

の
覚
え
も
早
く
感
心
し
た
。

戦
況
は
、
南
方
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
日
々
悪
い
方
に
向
か
う
こ
と
ば

か
り
。
当
部
隊
か
ら
も
ア
ラ
カ
ン
戦
争
に
行
く
何
人
か
が
出
陣
し
て
行
き
、

そ
の
状
況
の
悪
い
こ
と
が
入
電
日
増
し
に
多
く
な
り
、
私
も
昭
和
十
九
年

一
月
二
五
日
頃
、
マ
ン
ダ
レ

l
東
部
ラ
シ
オ
北
ミ

l
ト
キ

l
ナ
等
伝
令
と

し
て
出
発
。
こ
の
間
英
軍
飛
行
機
は
、
毎
日
午
後
三
時
に
は
必
ず
飛
来
、

マ
ン
ダ
レ
l
上
空
三

O
機
位
の
爆
撃
で
市
街
は
廃
撞
と
な
る
。
四
月
頃
か

ら
は
雨
の
季
節
に
入
り
、
毎
日
の
雨
。
昭
和
十
九
年
五
月
二
六
日
、
マ
ン

ダ
レ
l
西
北
マ
ウ
ラ
イ
ク
目
指
し
て
病
馬
受
領
に
出
発
。
雨
季
の
た
め
思

う
よ
う
に
前
進
出
来
ず
、
空
爆
を
避
け
な
が
ら
、
食
糧
は
少
な
く
、
戦
友

の
中
に
マ
ラ
リ
ア
、
ア
メ
ー
バ
赤
痢
患
者
も
出
て
悪
戦
苦
闘
。
勿
論
弾
薬

な
ど
な
く
、
銃
も
五
人
に
一
丁
と
い
う
有
り
様
。
情
け
な
き
思
い
だ
っ
た
。

底
無
し
の
沼
の
よ
う
な
泥
棒
の
中
を
馬
五
頭
を
引
き
連
れ
帰
隊
。
ま
た
五

日
後
出
発
の
予
定
に
な
っ
て
い
た
。

ビ
ル
マ
の
雨
季
は
日
本
で
は
と
て
も
想
像
で
き
な
い
。
雨
は
滝
の
よ
う

に
降
り
、
三
月
頃
は
河
原
で
あ

っ
た
と
こ
ろ
が
今
は
大
き
な
川
と
な
り
、

川
幅
も
三

O
か
ら
五

0
メ
ー
ト
ル
位
に
な
り
、
谷
川
な
ど
濁
流
で
と
て
も

渡
河
な
ど
で
き
な
い
。
と
も
に
体
を
綱
で
結
び
合
い
、
命
が
け
で
向
こ
う

岸
へ
流
れ
に
沿
っ
て
斜
め
に
泳
い
で
、
よ
う
や
く
岸
へ
は
い
上
が
っ
た
こ

と
が
何
度
あ

っ
た
こ
と
か
。
上
が

っ
て
み
れ
ば
手
足
に
大
き
な

「
ヒ
ル
」

が
吸
い
付
い
て
い
た
の
に
は
身
の
毛
が
よ
だ
っ
た
。
お
陰
で
足
の
カ
イ
セ

(
お
で
き
)
が
治

っ
た
。

ン

昭
和
十
九
年
十
二
月
二

O
日
頃
よ
り
英
軍
の
爆
撃
が
激
し
く
な
り
、

ン
ダ
レ
l
を
あ
と
に
転
進
作
戦
に
入
る
。
タ
イ
国
に
入
る
途
中
、
ミ
イ
ク

テ
イ
ラ
ー
の
集
落
に
湖
も
あ
り
、
大
変
景
色
の
ょ
い
と
こ
ろ
。
湖
畔
に
て

戦
友
と
故
郷
の
こ
と
を
語
り
合
い
、
ま
た
、
軍
歌
で
士
気
を
鼓
舞
し
、
回
仙 ーマ

い
出
多
い
地
で
あ

っ
た
。

こ
れ
か
ら
が
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
苦
闘
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
二

O

年
三
月
三
日
、
日
本
で
は
雛
祭
り
の
日
、
敵
の
反
撃
に
あ
い
戦
友
一
人
死

亡
し
、
ミ
イ
ク
テ
イ
ラ
ー
集
落
を
あ
と
に
タ
イ
国
へ
。
カ

ロ
l
街
道
を
東

に
二
0
キ

ロ
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
反
乱
軍
に
会
い
、
戦
友
と
も
別
れ
る
こ
と

に
な
り
、
四
、
五
人
の
グ
ル
ー
プ
で
泰
緬
国
境
山
岳
道
路
を
進
ん
だ
。
時
々

英
軍
機
が
飛
来
。
爆
撃
さ
れ
抵
抗
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
駆
け
足
で
ジ
ャ

ン
グ
ル
の
中
に
逃
げ
込
み
、
夜
に
な
る
の
を
待
ち
夜
間
行
軍
で
あ
る
。
衣

類

・
靴
も
や
ぶ
れ
は
て
、
飯
合
皿
、
水
筒
だ
け
は
持
ち
、
裸
足
湿
疹
、
乞
食

部
隊
同
様
。
避
難
し
つ
つ
苦
闘
を
続
け
、
食
糧
な
く
、
現
地
人
よ
り
食
べ

ら
れ
る
草
を
聞
き
、
岩
塩
で
味
付
け
、
米
飯
な
ど
夢
で
見
る
だ
け
。
肉
体

的
、
精
神
的
苦
役
で
あ

っ
た
。
こ
れ
が
本
当
の
生
き
地
獄
と
思
い
タ
イ
国
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マ
ラ
リ
ア
の
た
め
野
戦
病
院
に
入
院
。
病
院
と
申
し
て
も
、

た
だ
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
に
、
バ
ナ
ナ
の
葉
で
囲

っ
た
小
屋
。
竹
の
床
に
ア

ン
ペ
ラ
を
敷
き
、
そ
こ
に
寝
か
さ
れ
、
マ
ラ
リ
ア
熱
に
悩
ま
さ
れ
、

一
時

は
死
線
を
さ
ま
よ
う
重
体
の
と
き
も
あ

っ
た
。

二
O
年
八
月
十
五
日
の
終
戦
を
十
八
日
に
初
め
て
知
る
。
惨
敗
の
労
苦

言
い
が
た
し
。
幸
い
す

っ
か
り
健
康
体
と
な
り
、
翌
年
二
一

年
五
月
ま
で

タ
イ
国
の
ナ
コ
ン
サ
イ
ン
病
院
に
お
り
、
復
員
を
待
つ
の
み
。
同
六
月

一

目
、
パ
ン
コ
ッ
ク
港
か
ら
米
軍
輸
送
船

V
型
船
に
て
日
本
へ

。
浦
賀
港
に

上
陸
。
検
疫
も
す
み
、

長
野
県
小
海
の
里
へ

。
一

日
も
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
母
も
健
在
で
、
七
七
歳
で
も
若
く
元
気
な
姿
で
、
暖
か
く
喜
ぴ
の

涙
で
迎
え
て
く
だ
さ

っ
た
。
私
の

一
生
忘
れ
る
事
の
で
き
な
い
記
念
日
六

へ
入

っ
た
。

月
十
五
日
で
あ

っ
た
。

わ
が
隊
は
敵
と
の
陸
上
戦
闘
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
大
虐
殺
、
反
乱
、

逃
れ
る
婦
女
子
、
老
人
、
子
供
等
、
泣
き
叫
び
つ
つ
親
子
離
別
、
最
悪
の

運
命
を
現
実
を
目
の
前
に
見
る
。
食
糧
糧
株
の
略
奪
、
陰
惨
な
風
景
は
記

憶
か
ら
去
ら
ず
、
想
像
以
上
で
あ

っ
た
。
戦
場
と
な

っ
た
地
方
は
廃
嘘
と

な
り
、

軍
規
も
乱
れ
、
戦
跡
は
飢
餓
と
猛
威
を
振
う
マ
ラ
リ
ア
、
ア
ミ
ー

バ
赤
痢
が
流
行
、
恐
ろ
し
い
こ
と
ば
か
り
。
地
獄
同
様
、

草
陰
に
は
日
本

兵
の
屍
の
悪
臭
、
恨
と
怒
の
目
を
見
聞
き
野
戦
の
露
と
消
え
て
行
く
の
か
。

冥
福
を
祈
る
。
野
戦
病
院
内
で
は
、
過
労
も
加
わ
り
語
る
こ
と
も
で
き
ず
、

憧
れ
の
故
郷
、
親
兄
弟
を
思
い
出
し
つ
つ
草
陰
に
屍
と
な
り
、
日
に
三
O

人
位
姿
を
消
し
て
行
く
あ
わ
れ
な
り
。

国
内
を
初
め
国
際
的
に
も
、
ま
た
地
球
全
体
、
世
界
全
体
が
平
和
で
あ

る
よ
う
に
。
戦
争
は
特
に
子
供
が
可
哀
想
で
あ
る
。
何
十
年
何
百
年
と
平

和
で
あ
る
よ
う
祈
る
。
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